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Thisstudypurportstoinvestigatetheactualconditionsoffamilyriskmanagementinlifelong 

planning・Inthispaper,wespecificallytrytoclarifytheeffectofhouseholdcharacteristicsonthe
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childrenofkindergartentocollegeageinAichiPrefecture，andanalyzedthedataobtainedbythe 
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TheresultsareasfOUows： 
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１．緒言

企業経営におけるリスクマネジメント理論が，家庭

(家計）を対象とするものとして初めて論じられたの

は，１９６０年代，アメリカにおいてである（Wmiams

andHeinsl964)．わが国においては，１９８６年，日本

リスクマネジメント学会の大会統一論題に「ファミリ

ー・リスクマネジメントのあり方」がとりあげられた

のが最初である（西川1987)．以後，家庭生活に関す

るリスクマネジメント理論が展開されるようになった

(石名坂1989)．また，１９９５年１月の阪神大震災を契

機に日々の生活におけるリスクマネジメントに対する

社会的関心は高まった．家政学会における特筆すべき

研究成果としては，近年の奈良による家庭経営を視点

とした一連のリスクマネジメント理論の構築（奈良

l995a，ｂ，l996a，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ）がある．

これらのリスクマネジメント研究に対し，本研究は，

個人・家族の生活経営における生活設計，特に生涯設

計のあり方を追究するという立場から，そこにおいて

発生するとみられるリスクに対する認識と準備の実態

を明らかにしようとするものである．このようなアプ

ローチに基づく本研究の特徴は，第１に個人・家族の

生涯における短期的・中期的・長期的イベントに伴う

リスクとそれに対するリスクマネジメントとの関係を

追究するという点，第２にリスクマネジメントの対象

を経済的なものに限定せず，個人・家族がその生涯に

保有するであろう多様な諸資源（人的・対人的・時間
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れることにより，生活経営上に実害が発生する危険性

を全体的にとらえたものである．

（２）分析方法

ｌ）分析データ

本研究で分析に用いたデータは，次のような調査に

基づくものである．調査時期は1996年７月，調査対

象は名古屋市を中心とする愛知県内の子供(幼稚園児～

大学生）のいる世帯であり，名古屋市内の幼稚園，中

学校，大学に在籍する園児，生徒，学生を通して，世

帯の経営・管理の担当者に回答を依頼した．調査方法

は質問紙法によるもので，調査票を配布した９３５世帯

のうち７７９世帯より回答を得た回収率は８３．３％で

あった．標本構成は表ｌのとおりである．なお，標本

数が極端に少ないカテゴリーは，分析対象から除外し

た．また，各世帯属性は本分析において数量化Ｉ類分

析の説明変数として用いられるため，７種類の世帯属

性のすべてに回答している６３０の標本のみを分析対象

とした．

分析対象としたデータは，世帯の短期的‘中期的・

長期的な八つのイベントのそれぞれに際し，人的・対

人的・時間的・空間的・経済的な生活諸資源に実害が

発生すると認識しているかどうかを九つの具体的な状

態を提示して回答を求めたものである．ここでいう八

つのイベントとは，「事故や入院」「火災や自然災害」

｢転職や失職」「自家用車や高級耐久消費財購入」「住

宅の新規購入や増改築」「子供の養育や教育」「老親の

世話や介護」「定年退職とその後の生活（老後)」であ

る．また，人的・対人的・時間的・空間的・経済的な

生活諸資源に実害が発生する九つの具体的な状態とは，

｢個性や能力の発揮が困難になる」「就労の継続や機会

確保が困難になる」（以上，人的資源)，「良好な家族

関係が崩れる」（対人的資源)，「生活時間のゆとりが

なくなる」（時間的資源)，「居住環境が悪化したり活

動空間が狭くなる」（空間的資源)，「生活に必要な所

得が得られなくなる」「特別な支出が増える」「預貯金

を取り崩すことになる」「生活に必要な財やサービス

の入手が困難になる」（以上，経済的資源）というも

のである．そして，八つのイベントのそれぞれによっ

て上記の九つの状態になる（一例をあげるなら，「事

故や入院によって，個性や能力の発揮が困難になる｣）

と思うかどうかについて，「全くそう思わない（１点)」

｢あまりそう思わない（２点)」「どちらともいえない

(３点)」「ややそう思う（４点)」「全くそう思う（５

点)」の５段階で回答を求め（以下，リスク認識得点

世帯主の年齢

世帯主の職業

世帯主の配偶者の就労状況

居住地域

住宅保有状況

世帯の所得水準

生活の価値観

個人・家族の

生涯のイベントに伴う

リスクに対する｢認識」

－Ｐ 

図１．分析の枠組み

的・空間的・経済的資源）を対象としてとらえるとい

う点である．これらは，奈良が「家庭経営におけるリ

スクマネジメントの理論的基礎」として指摘した点

(奈良l995a）とも一致する．さらに，本研究の第３

の特徴は，上記の点を理論仮説として提示するにとど

まらず，実態調査に基づいて，その現状を明確にする

点にある．

本研究では，すでに，個人・家族の生涯のイベント

のそれぞれについて，資源別にみたリスクに対する認

識と準備の実態がどのようであるかについて明らかに

してきた（尾島等1998)．本稿では，このうち特に

｢認識」の部分に注目し，個人・家族がおかれた状況

の違いが，生涯のリスクに対する認識にどのような影

響を及ぼしているかについて明らかにすることを目的

とする．すなわち，世帯属性の違いによって，リスク

に対する認識の程度がどのように異なるのかを理解す

るとともに，リスク認識の大きさを決定づけている世

帯属性は何かという点についても明確にしたいと考え

る．

２．方法

（１）分析の理論的枠組み

本研究の分析の枠組みは，図ｌに示したとおりであ

る．すなわち，ここでは，世帯属性（世帯主の年齢お

よび職業，世帯主の配偶者の就労状況，居住地域，住

宅保有状況，世帯の所得水準，生活の価値観）の違い

が個人・家族の生涯のイベントに伴うリスク認識にど

のような違いをもたらしているかを明らかにすること

を意図している．また，ここでいうリスクとは，個人・

家族が保有する人的・対人的・時間的・空間的・経済

的諸資源の減少がもたらされたり，その増大が妨げら
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表１．標本の構成

全体
分析に用いたカテゴリーと

標本数および標本構成
世帯属性

標本数標ii;iii成
世帯主の年齢 ２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

60歳代

Ｎ､Ａ， 

2 

155 

453 

146 

４ 

１９ 

0.3 

19.9 

58.2 

18.7 

０．５ 

２．４ 

３０歳代

４０歳代

５０歳代

(21.0％） 

(60.2％） 

(18.9％） 

132 

379 

119 

世帯主の職業 自営業者

勤め人

その他

Ｎ､Ａ、

自営業者

勤め人

その他

(31.7％） 

(60.3％） 

（７．９％） 

235 

446 

７６ 

２２ 

30.2 

57.3 

９．８ 

２．８ 

200 

380 

５０ 

世帯主の

配偶者の

就労状況

(28.3％） 

(21.3％） 

(50.5％） 

フルタイマー

パートタイマー

無職

その他

Ｎ､Ａ， 

フルタイマー

パートタイマー

無職

193 

145 

343 

５４ 

４４ 

24.8 

18.6 

44.0 

６．９ 

５．６ 

178 

134 

318 

居住地域 大都市

中小都市

都市近郊・郡部

その他

Ｎ､Ａ、

大都市

中小都市

都市近郊・郡部

(60.2％） 

(29.4％） 

(１０．５％） 

３
３
４
４
５
 

５
３
８
 

４
２
 

58.2 

29.9 

10.8 

０．５ 

０６ 

379 

185 

６６ 

住宅保有状況 一戸建て持ち家ローン返済なし

集合住宅持ち家ローン返済なし

一戸建て持ち家ローン返済中

集合住宅持ち家ローン返済中

一戸建て借家

集合住宅借家

社宅・官舎・寮など

その他

Ｎ,Ａ， 

-ｒ持ち家ローン返済なし２７８（441％）
－１ 

Ｔ・持ち家ローン返済中２４２（38.4％）

-ｒ借家１１０（17.5％）

４
２
２
１
６
３
９
７
５
 

２
２
２
７
１
７
３
 

３
２
 

６
８
５
１
１
４
０
９
６
 

０
●
●
ｐ
●
●
●
の
●

１
２
８
９
２
９
５
０
０
 

４
２
 

世帯の所得水準年収５００万円未満

年収500～700万円未満

年収700～1,000万円未満

年収1,000～1,500万円未満

年収1,500万円以上

Ｎ､Ａ、

年収５００万円未満

年収500～700万円未満

年収700～1,000万円未満

年収1,000～1,500万円未満

年収1,500万円以上

６９（11.0％） 

１１８（18.7％） 

217(34.4％） 

147(23.3％） 

７９（12.5％） 

88 

132 

249 

183 

105 

２２ 

11.3 

16.9 

32.0 

23.5 

13.5 

２．８ 

安定重視

発展重視

能率重視

満足重視

Ｎ､Ａ、

安定重視５１４（８１．６％）

発展重視５２（８．３％）

生活の価値観＊ 620 

６１ 

４ 

７７ 

１７ 

79.6 

７．８ 

０．５ 

９．９ 

２．２ 

満足重視６４（１０．２％）

630（１００．０％） 全体 779100.0 

標本数が極端に少ないカテゴリーは，分析対象から除外した．また，各世帯属性は数量化Ｉ類分析で説明変数となって
いるため，７種類の世帯属性のすべてについて回答している標本のみが対象となっている．＊「生活の価値観」にみら
れる四つのカテゴリーは，中部家庭経営学研究会（1983）「家計簿を考える－家計簿の過去・現在・未来一」に基づい
ている．
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得水準であることがわかった．さらにカテゴリースコ

アより，全体として低所得であることはリスク認識を

高くさせるのに対し，高所得であることはリスク認識

を低くさせていた．特に年収1,500万円以上の世帯で

は，リスク認識が大きく低下することが理解された．

すなわち，経済的な余裕のあることが，不測の事故や

入院に対する危機感を大幅に縮小させることになって

いるのである．所得に次いでリスク認識に影響を及ぼ

しているのは，生活の価値観，世帯主の年齢である．

生活の価値観についてみると，安定重視であることは

リスク認識を高めるのに対し，発展重視であることは

リスク認識を最も低くさせることがわかったまた，

世帯主の年齢別では，年齢の上昇につれてリスク認識

が低くなるという特徴がみられた．特に，５０歳代の

世帯で大幅に低下していた．

２）火災や自然災害に伴うリスクに対する認識

火災や自然災害に伴うリスクに対する認識について

みると，リスク認識得点の平均値は３４２で，生涯の

中で最もリスク認識の高いイベントであることがわか

った．一方，予測式が有意でないことから，本分析で

掲げた世帯属性だけから，火災や自然災害に伴うリス

ク認識の程度を推し量ることは困難であり，他に大き

な要因のあることが推察される．ただし，そのような

中でも所得水準や世帯主の職業のレンジは相対的に高

く，リスク認識に一定の影響を及ぼしているものと思

われる．

３）転職や失職に伴うリスクに対する認識

転職や失職に伴うリスクに対する認識についてみる

と，リスク認識得点の平均値は30.9で，相対的にリ

スク認識の高いイベントであることがわかる．また，

予測式の有意水準は５％である．説明変数のレンジを

みると，リスク認識に最も強い影響力を及ぼしている

のは，世帯の所得であり，次いで生活の価値観，住宅

保有状況の順となっている．所得水準についてみると，

ここでも世帯の年収が1,500万円以上であることが，

リスク認識を極端に低下させていることがわかった．

また，生活の価値観については，安定重視であること

はリスク認識を高めるのに対し，満足や発展重視であ

ることはリスク認識を低下させることが理解される．

さらに，住宅保有状況別の結果をみると，借家である

ことが転職等に対するリスク認識を低下させていると

いう実態が明らかになった．

と呼ぶ)，これに基づいて分析を実施した．

２）分析方法

分析方法は，次のとおりである．

まず，上にみた八つのイベントのそれぞれについて，

九つのリスク認識得点を合計する．すなわち，各イベ

ントに対する各世帯のリスク認識得点の合計は０～４５

点となり，得点が低いほどリスクとしての認識が低く，

得点が高いほどリスクとしての認識が高いことになる．

なお，九つの状態のすべてについて「どちらともいえ

ない」と答えた場合のリスク認識得点は２７点となる．

次に，リスク認識得点の合計点を目的変数，世帯主

の年齢（３０歳代，４０歳代，５０歳代)，世帯主の職業

(自営業者，勤め人，その他)，世帯主の配偶者の就労

状況（フルタイマー，パートタイマー，無職)，居住

地域（大都市，中小都市，都市近郊・郡部)，住宅保

有状況（持ち家で住宅ローン返済なし，持ち家で住宅

ローン返済中，借家)，所得水準（年間収入：５００万

円未満，５００万円以上７００万円未満，７００万円以上

1,000万円未満，1,000万円以上1,500万円未満，

1,500万円以上)，生活の価値観（安定重視，発展重

視，満足重視）を説明変数とする数量化Ｉ類分析を実

施する．

リスク認識得点の合計点の平均値，数量化Ｉ類分析

によって導かれた予測式に関する有意水準，各世帯属

`性についてのカテゴリースコア，レンジなどに基づい

て，結果を考察する．

３．結果および考察

（１）イベント別にみたリスク認識と世帯属性との

関係

分析結果は，表２に示したとおりである．ここでは，

それぞれのイベントについて，リスク認識得点（合計

点）の平均値と予測式の精度を確認したのち，リスク

認識に特に強い影響を及ぼしていると思われる上位三

つのレンジをもつ説明要因（世帯属性）について，考

察した．その結果は，以下のとおりである．

１）事故や入院に伴うリスクに対する認識

事故や入院に伴うリスクに対する認識についてみる

と，リスク認識得点の平均値は３１．３で，相対的にリ

スク認識の高いイベントであることがわかった．また，

事故や入院に対するリスク認識の程度を世帯属性によ

って説明しようとした場合，１％水準で有意な予測式

が得られる．レンジをみると，このようなリスク認識

の違いに最も大きな影響を及ぼしているのは世帯の所
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表２．生涯のイベントに伴うリスクに対する「認識」に影響を及ぼす要因

イベント別リスク認識（リスク認識得点：平均値）

子供の養育や教

育に伴うリスク

に対する認識

（18.6） 

自家用車や高級耐久

消費財購入に伴うリ

スクに対する認識

（18.5） 

住宅の新規購入や

増改築に伴うリス

クに対する認識

（20.3） 

老親の世話や介

護に伴うリスク

に対する認識

（27.3） 

火災や自然災害

に伴うリスクに

対する認識

（34.2） 

転職や失職に伴

うリスクに対す

る認識

（30.9） 

定年退職と老後

に伴うリスクに

対する認識

（23.3） 

事故や入院に伴

うリスクに対す

る認識

（31.3） 
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４）自家用車や高級耐久消費財購入に伴うリスクに

対する認識

自家用車や高級耐久消費財購入に伴うリスクに対す

る認識についてみると，リスク認識得点の平均値は

18.5と非常に低くなっている．すなわち，このよう

なイベントは高額の支出を伴うにもかかわらず，生活

資源全体についてみた場合にはリスクとしての認識が

きわめて低いことが理解される．しかしながら，リス

ク認識得点を導く予測式の有意水準は０．１％と高く，

リスク認識の程度の違いは，世帯属'性によってよく説

明されることがわかる．そして，ここでのリスク認識

を説明する三大要因は，世帯の所得水準と世帯主の年

齢および職業である．全体として，世帯の所得が高い

ほど，世帯主の年齢が低いほど，リスク認識が低くな

る傾向が認められる．また，職業別にみた場合には，

自家用車や高級耐久消費財の保有が職業生活上のメリ

ットとなる場合のある自営業者世帯で，リスク認識が

特に低いという結果になっていた．

５）住宅の新規購入や増改築に伴うリスクに対する

認識

住宅の新規購入や増改築に伴うリスクに対する認識

についてみると，自家用車や高級耐久消費財購入と同

様，リスク認識得点の平均値は２０．３と非常に低い．

しかし，予測式の精度は０．１％で有意となっている．

リスク認識に最も大きな影響を及ぼしているのは世帯

の所得水準で，次いで生活の価値観，世帯主の年齢の

順となっている．所得および年齢については，所得が

高いほど，年齢が低いほど，いっそうリスク認識は低

くなっており，こういった傾向も自家用車や高級耐久

消費財購入の場合と同様である．また，価値観につい

てみた場合，満足重視の世帯では住宅取得・改築に対

するリスク認識が特に低くなっている．これは，当該

世帯では他の世帯よりも住宅の新規購入や増改築によ

ってもたらされる効用が大きいため，それがリスク認

識を鈍化させているものと推察される．

６）子供の養育や教育に伴うリスクに対する認識

子供の養育や教育に伴うリスクに対する認識につい

てみると，リスク認識得点の平均値は１８．６で，非常

に低い値となっていた．すなわち，大型の消費を伴う

イベントであっても，それが自発的であり，個人・家

族にとって積極的・発展的な意味をもつイベントに対

してはリスク認識が低いことが，ここからも理解され

る．また，リスク認識得点を導く予測式の有意水準は

５％で，その三大説明要因は，世帯の所得水準，生活

の価値観，世帯主の職業となっている．ここにみられ

る所得の上昇に伴いリスク認識が低下していく傾向と，

満足重視の世帯でリスク認識が非常に低くなるという

特徴は，住宅の新規購入や増改築などの場合と同様で

ある．さらに，世帯の職業別では，自営業者世帯のリ

スク認識が相対的に低くなるという特徴がみられた．

７）老親の世話や介護に伴うリスクに対する認識

老親の世話や介護に伴うリスクに対する認識につい

てみると，リスク認識得点の平均値は２７．３で，その

水準は，リスク認識の有無のボーダーライン（どちら

ともいえない）を若干上回る程度である．一方，予測

式の有意水準は０．１％でかなり説明力の高いものとな

っており，ここでもリスク認識の程度に大きな影響を

及ぼしているのは，世帯の所得水準，生活の価値観，

世帯主の年齢である．この三つが最も主要な説明要因

となっている点は，事故や入院，住宅の新規購入や増

改築の場合と同様である．また，所得水準と価値観に

みられるカテゴリースコアの特徴は，住宅の新規購入

や増改築の場合とまったく同じであるが，世帯主の年

齢に関するカテゴリースコアは，独自の傾向を示して

いる．すなわち，介護に対するリスク認識は，４０歳

代の世帯で最も高くなり，その後５０歳代になると，

すでに老親の世話に対する現実的な準備が整いつつあ

るためか，リスク認識は急激に低下し，３０歳代より

も低い水準となっている．

８）定年退職と老後に伴うリスクに対する認識

定年退職と老後に伴うリスクに対する認識について

みると，リスク認識得点の平均値は23.3で相対的に

低めの値であるが，予測式の有意水準は０１％で精度

の高いものとなっている．また，説明力の大きな世帯

属性をあげると，1位は所得水準，２位は価値観，３

位は住宅保有状況で，転職や失職の場合と同様である．

ただし，住宅保有状況のカテゴリースコアにみられる

特徴は，転職や失職の場合とは異なる．すなわち，転

職や失職に対しては，借家世帯でリスク認識が低かっ

たのであるが，定年退職と老後については，持ち家で

ローンのない世帯のリスク認識が非常に低くなってい

る．つまり，自分自身の老後について計画しようとす

る場合には，住生活が安定的に保障されていることが，

リスク認識を大きく低下させることが理解された．

（２）生涯のリスク認識と世帯属性をめぐる全体的

傾向

以上，リスク認識と世帯属性の関係についてイベン

ト別にみてきたが，最後に，全体的な傾向を整理する
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生涯設計におけるリスクに対する認識に影響を及ぼす世帯要因

どのような影響を及ぼしているかについて明確にする

ことを目的とした．

分析の結果，生涯のイベントの全体において，世帯

のリスク認識に最も大きな影響を及ぼしているのは，

所得水準であり，所得が低い世帯ほどリスク認識が高

く，所得が高い世帯ほどリスク認識が低いことが明ら

かとなった．所得水準に次いで，生涯のリスク認識の

ほぼ全体にわたって大きな影響を及ぼしているのは，

生活の価値観であった．総じて安定重視の世帯ではリ

スク認識が高く，満足重視の世帯ではリスク認識が低

いことが理解された．このほかでは，世帯主の年齢が

リスク認識に対して相対的に大きい影響力を示してお

り，総じて短期的な不測のイベントについては世帯主

年齢の高い世帯（５０歳代）でリスク認識が低く，中

長期的な予測可能なイベントについては若い世帯でリ

スク認識が低いという傾向がみられた．また，世帯主

の職業の違いは火災や自然災害，自家用車や高級耐久

消費財購入に伴うリスク認識に対して，住宅保有状況

の違いは転職や失職，定年退職と老後に伴うリスク認

識に対して，有力な説明要因となることがわかった．

これらの研究成果をとおして，個人・家族が，自ら

のおかれた状況に応じて，ファミリーリスクに対する

認識を高めていこうとする場合の具体的な課題が明確

となり，さらに諸課題の全体的把握によって，今後の

生活経営論やリスクマネジメント教育のより効果的な

展開に資することを期待するものである．

なお，ファミリーリスクに対する「準備」について

も，同様の視点に基づく分析を実施しているので，別

途，報告をする予定である．

と次のような点を特徴としてとらえることができる．

生涯のイベントに対するリスク認識に全体として最

も大きな影響を及ぼしているのは世帯の所得水準，次

いで生活の価値観である．これら二つの要因は，他の

説明要因に比べかなり大きな説明力をもっており，特

に所得水準の説明力は突出したものとなっている．ま

た，これまでに繰り返し述べてきたとおり，所得水準

については，それが低い世帯ほどリスク認識は高くな

り，逆に所得水準が高い世帯ほどリスク認識は低くな

る．生活の価値観については，おおむね，安定重視の

世帯でリスク認識が高くなり，満足志向の世帯でリス

ク認識が低くなるという傾向がみられた．総じていえ

ば，人びとの不安意識がリスク認識を高めているとみ

ることができる．

所得，価値観以外の世帯属性は，これら二つに比べ

ると，かなり低い説明力しかもたないが，それらのう

ちでは世帯主の年齢が相対的に高い影響力を示してい

た世帯主年齢とリスク認識との関係については，全

体として，事故や入院，火災や自然災害などの短期的

な不測のイベントについては年齢の高い世帯（５０歳

代）でリスク認識が低くなり，自家用車や高級耐久消

費財購入，住宅の新規購入や増改築，子供の養育や教

育などの中長期的な予測可能なイベントについては若

い世帯でリスク認識が低くなるという傾向がみられる．

また，長期的でありながら不測の要素をもつ老親の世

話や介護については，年齢の高い世帯（５０歳代）と

若い世帯の両方でリスク認識が低くなるという特徴が

みられる．

このほか，世帯主の職業の違いは火災や自然災害，

自家用車や高級耐久消費財購入に伴うリスク認識に対

して，住宅保有状況の違いは転職や失職，定年退職と

老後に伴うリスク認識に対して，有力な説明要因とな

ることがわかった．
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